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英国のザ・ラウリー・プロジェクトによる都市再生とエリアマネジメント

Urban Regeneration and Area Management with the I-owry Project in the UK
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*
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和文要旨

近年、行政と民間が協働してイ固性的な都市づくりから地域管理までを一貫して取り組むエリアマネジメントが各地で展開

されている。本研究では、英国の都市づくりを進めながら地域管理を行うエリアマネジメントが都市再生とミュージアム経

営に大きく寄与していることに着目し、その要因を明らかにすることを目的とする。結論として 1)地方公共団体主導の者『

市づくりを行うことで、民間企業は将来性とインセンティプを見込んで投資できた。2)ザ ラウリー プロジェクトの効

果は、人を魅了するセンターのデザインとコンテンツによリサルフォード埠頭に多くの人々を集め多額な民間投資を呼び込

めた。3)ザ ラウリー センター トラストは民間企業の経営感覚を持った営利事業を計画し、収益の見込める事業と兼

ねることで採算の成り立つ仕組みをつくれたことがわかった。

Absi.aci
In recent years, local govemments throughout the world are collaborating with private sectorc on a consisteDt approach Aom

urban development to area management. The aim of this study is to 6nd factors that cottibute to urbat regeneration and

cuitural policy through area manageme[t iII the UK. As a case study, the reladonship between the goverrment, Sa]Jord City
Cou[cil and the Lowry Centre Trust was discussed. The study was conducted by interviewing a director of the Irwry
Developmeot Compafly. The results i[dicatrd the following: 1 ) Sauord City Council gave private enterpdses incentive, Thus
they were able to invest money in urban developmelt. 2 ) The effects of the Lowry Project were to collect a great deal of priEte
hveshnent, and captivate maoy people at Salford Quays witi the architechral design atrd conteflts. 3 ) The l,owry Cente Trust
has a pla.n to be a proftable bushess. Therefore, bo carly out area management in Japan, it is impo.tant to be set up in such a
way that a non'proflt orgadzation has a plan to be a profltable bushess, add ofEce buildings aad a cotrmercial cente to a

cultural centre.

1. はじめに

(1)研究の背景と目的

近年、日本における急速な情報化、国際化、少子高齢化等

の社会経済の構造的な変化の進展に対応するために、行政と

民間が協働して個性的な都市づくりから地域管理までを一貫

して取り組むエリアマネジメントつが各地で展開されている。

21世紀では、経済のグローバル化の中で地域間競争に勝つた

めに地域の魅力を高める必要がある。大都市では、グローバ

ル化に対応して市場メカニズムで動く新たな都市づくりと昔

からの生活が根付いたコミュニティをベースとした地域づく

りとの間に非対称な都市を生み出してしまう危険性がある。

このような課題に対応するため民間は、自ら公共施設の維持

管理や広報活動、文化活動を含めた広範囲にわたる地域管理

を行い、地域の価値を高めるエリアマネジメントに気づきは

じめた。

英国の各都市では、かつて世界を支配する大工業国を支え

てきた工場や港湾の用地が1960年代頃から次第に遊体化し、

これが一因となって、失業と荒廃のもたらす都市問題を進行
図 1 サルフォード開発地区におけるザ・ラウリー・センターの位置

'人戸工業大学 講師
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させてきた。そこで政府や地方公共団体は、産業構造や輸送

体系の変化で発生した遊休地に民間の不動産投資を呼び込み

土地利用の転換を図ることで、再び都市の発展の中核となる

地区を再生することを試みてきた。このような政策の背景に

は、都市の中心部やその近くに位置する場所で、まとまった

規模の遊休地の発生によることがあげられる。

今日、日本においても工場跡地や鉄道ヤード跡地などの遊

休地を土地利用転換して活用したプロジェクトのが数多く実

施され、都市再生特別措置法 (2001年)や新たな地区計画制

度 (再開発等促進区、2002年 )の 力靖J設 されている。2006年

には中心市街地再生を目的とした「都市計画法」および「建

築基準法」の改正が国会で成立した。この法改正の目指して

いることは、中心市街地に商業機能と並んで住居機能、事務

所機能、文化施設をはじめとする様々な交流機能などを整備

する都市づくりと既存ストックされている中心市街地を有効

に管理運営するエリアマネジメントを実現することにある。

本研究では、英国の行政と民間との協働により都市づくり

を進めながら施設経営を含めた地域管理を一貫して取り組む

エリアマネジメントが都市再生とミュージアム経営に大きく

寄与していることに着目し、その要因を明らかにすることで、

日本の地方都市中心市街地で行政と民間事業者による一体的

なエリアマネジメントの手がかりを得ることを目的とする。

(a 研究方法と調査概要

研究方法として地域社会の課題、都市づくりの経緯、文化

施設の組織形態・事業内容および経営方法を把握し、文化施

設と自治体や行政機関との関係から個性的な都市づくりを進

めながら地域管理を行うための諸要因や諸条件を考察する。

調査対象は、英国のミレニアム・プロジェクトのの主要事

業 (表 1)の 1つであるグレーター・マンチェスター大都市

圏にあるサルフォード市いのザ ラウリー・プロジェクトと

する。選定理由としては、行政と民間との協働により立ち上

げられた トラストが文化施設の建設から管理運営までを行っ

ている事業で、都市再生や地域振興に大きく寄与しているプ

表1 他の主要事業との比較 俺g4● :百万ボンい
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94 8

ザ エデン プロジ

ェクト
セントオーステル
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Annual RepOrt and Acctlult8 0f ule Mlllennlumの mmlsslon 21XXl-2001よ り

筆者が作成した。

ロジェクトだからである。調査手法は、2003年 4月 からザ・

ラウリー プロジエクトに関するホームページやバンフレッ

トなど文献資料を収集し、2004年 9月 にその事業に携わって

いる職員ωに対して聴き取りを行なった。

2.サルフォード埠頭の再開発とザ・ラウリー・プロジェク

トの経緯

(i)サルフォード埠頭開発地区の経緯

ザ ラウリー センターは、サルフォード埠頭開発地区の

中心部、マンチェスター シップ運河沿いのウォーターフロ

ントにある (図 1)。 英国が世界の工場と呼ばれた時代にマン

チェスター・シップ運河は、大型船をマンチェスター市と北

西部の工業中心地へ帆走するためにリバプールからサルフォ

ードまで約35マ イルの長さに渡って建造された。1894年にビ

クトリア女王がマンチェスター・シップ運河をオープンさせ

ると、その運河わきの ドック (船着場)に よってサルフォー

ド埠頭一帯は急速に発展していった。1896年に運河に隣接す

るトラッフォードパークエ業団地に手工業 輸出用織物 機

械類の工場が建設され、20世紀半ばのピーク時にはそこで約

75,000人の労働者が働いたoその結果、サルフォード市の人

口は20世紀初頭までに7,000人から約22万人へ大幅に増加し、

埠頭一帯が景気づいていった。しかし戦後の産業構造の変化

や水上輸送から陸上輸送への推移で埠頭全体が衰退していき

1982年にサルフォード埠頭の ドックが閉鎖されると、1985年

に失業率が30%以上に暴騰した。

1981年 にサルフォード市では、政府に働きかけて埠頭一帯

をエンタープライズ・ゾーン (産業振興地域)の に指定して

もらい (表 2)、 そのインセンティプを活かして民間投資を呼

び込み、1985年から1996年 までには3億4,lll10万ポンドが投資

された。

サルフォード埠頭を再生する鍵は、水辺の景観を活かした

基盤整備と文化事業であった。先ず、1983年にサルフォード

市がマンチェスター・シップ運河会社から大部分のドック (約

90ha)を 取得した。1985年にはサルフォード埠頭開発計画を

発表し、政府からの助成を受けてそこに放置された倉庫や老

朽化した住宅を取り壊して土地を更地にした上で民間のディ

ベロッパーに分譲し、1986年 には道路や遊歩道の建設工事を

開始した。1988年 に政府が、マンチェスター シップ運河の

ドックを清掃し、水に酸素を加えて魚が住める水質に戻した。

そして1999年にはマンチェスター市中心部からサルフォード

埠頭までつなぐ高速軽量鉄道 (メ トロリンク)の が延長され、

その結果、民間投資によるオフィスビルやホテルなど業務機

能の集積が順調に進み、中層の集合住宅などが建設された。

―-34 -―
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レ)都市再生のためのザ・ラウリー・プロジェクトとトラス

トの活動内容

2002年 にグレーター・マンチェスター大都市圏では英国連

邦の陸上競技会を開催し、それに伴って高速道路が建設され、

都市近郊が大規模に再開発されてきた。その一連としてザ

ラウリー プロジェクトはサルフォード8番埠頭に道路や歩

道橋、業務・商業 文化施設を段階的に建設した再開発事業

である。特に文化施設のザ ラウリー センターは、サルフ

ォード埠頭開発地区のランドマークプロジェクトとして計画

され、芸術と教育、観光を振興するために提案された (図 2)。

表2 サルフォード埠頭開発地区の主な歩み

サルフオード埠頭の事業展開 各政 サルフオード市の動き ザ ラウリー センターの事業展開

サルフォー ド埠頭の ドッ

運打の水質を改善 し、東

アーッ センターのバンフレットが発行される

ウィルフォードがヨ1燿 ぐ

ミレニアムプロジェクト

―プロジェクト

フットプリッ ィルフォードがデザインコンセツト

サ ラウリー センター トラストが驚立される

ザ ラウリー センターの■議が開始される

ザ ラウリー センターの上棟式が行われる

ツトプリツジが完成する プ ラウリー センターが完成する

ザ ラウリー センターがオープンする

市が

' 
ラウリー内l_漱苺者案内書を餞ける

ザ ラウリー センターが英国建築贅を受賞する

デ
「

イ■ 7,ト レット
=ル

|｀ オープンする

デジタル ワールド センターがオープンする

主な出来事

ルフォード市からの要望を受け、英国の他の8地区とともにサルフォード埠頭―帯をエンタープライズ ゾーンに指定する。

ルフォー ド埠頸開発tf画には、オープンスペースとしてドックの水辺を取り入れることによって視覚的にゆとりのある豊かな環境を創出した。

ルフォー ド市は買い取つた土地に放置された倉庫や住宅を撤去して道路や薇歩道を整備し、民間デベロッパーに分譲した。

と1200席 を設けた2つ のシアターと、国家||な コレクションを晨示するギャラリー、レス トラン等が最初のコンセツトで提案された。

くヨーロッパから国際的な建築家に設計競技の作品を募り、」スターリング&Hウ ィルフオー ドの基本計画が選ばれた。

1994年まで基本計画についてサルフォー ド市が、芸術団体 商業関係者 教育団体 自治会などから広く意見を聴取した。

70作品を募り設計競技を行い、最優秀賞として船が進行できるリフト式のフットプリツジ (歩道精)力 t選ばれた。

(メ トロリンク)がサルフォー ド埠頭まで延長され、マンチエスターの中心市街地からのアクセスカt改善された。

ルフォー ド市から
=地

を借地し、鋏画館 小売店 レス トラン 駐車場を建設した。

ルフォー ド大学と共にハイテクビジネスセンターのコンセフトを練り上げ、ディベロップメント カンパニーと商業開発事業者と共同出資して建設した。
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先ず1991年 にサルフォード市は国際的な設計競技を行い、

その結果、ジェームス スターリング"と ミカエル ウィル

フォードにザ ラウリー・センターのための基本計画を依頼

したが、1992年 にスターリングが急死したので、建築家とし

てウィルフォードを承認した。1996年 にナショナル ロッタ

リー・ファンドlω から補助金を得られることが保証されると、

サルフォード市は今後中心となってこのプロジェクトを進展

させるには不適切と判断し、同年にラウリー センター ト

ラスト (以下、 トラストと略す)を設立させた。

これまでサルフォード市は、マンチェスター市で生まれた

20世紀の画家LSラ ウリー●の絵画や素描約350点のコレクシ

ョンを収集し、イヽきなギャラリーでそれらを展示していたが、

ザ ラウリー センターに2つの劇場と1つのギャラリーを

設けることになったので、LSラ ウリーのコレクションを常設

展示することを条件にトラス トヘ無償で貸し出した。

トラス トは、施設を建設するためにコンサルタントと経営

に関するビジネスアドバイザーを雇い、1997年にはセンター

の建設を始め、2000年 4月 にオープンさせた。2001年 にはそ

の斬新なデザインが評価され、英国建築賞を受賞するに至っ

た。

ザ ラウリー センターの使命は、多くの人々に優れたパ

フォーミング アー トとビジュアル アー トに親しむ場を設

け、教育や文化 芸術活動を通じた新たなコミュニティを創

造することである。建物内には大小の劇場があり、毎週オペ

ラ バレエ・コメディなどが催される。また、ギャラリーで

はLSラ ウリーの絵画コレクションが展示され、地元の学校

と家族連れに人気があり、スタッフが学校教育と運動した美

術に関する教育活動を行なっている。また家族コーナーでは

子どもたちが描いたり、読んだり、踊れ、学習活動を通じた

コミュニティづくりに取り組んでいる。開館した初年度は、

年間100万人以上が訪れ、今日でも約77万人の来館者数を保

ってヽヽる。

い)ザ・ラウリー・センター・ トラストの組織形態と8番埠

頭におけるエリアマネジメント

トラス トは教育を目的とする法的なチャリティー団体に登

録されているが、その組織形態は民間企業的で、施設を建設

するザ・ラウリー ディベロップメント カンパニー (以下、

ディベロップメント カンパニーと略す)と、施設を管理運

営するザ ラウリー・オペレーション カンパニー (以下、

オペレーション カンパニーと略す)の 2社から構成されて

いる (図 3)。

トラス トの理事会は、サルフォード市職員から3名、ビジ

ネスや芸術に関する経験者 4名から構成され、芸術的、教育

的な視点から全般的に渡って運営方針を立てる。ザ ラウリ

ー・センターの管理運営に関してはオペレーション カンパ

ニーのチーフ エグゼクテイプ (代表取締役)、 ファイナンシ

ャル ディレクター (財務部長)、 コマーシャル ディレクタ

ー (施設管理部長)、 マーケティング ディレクター (営業企

画部長)が中心となって行なっている。特に劇場で催される

演目については専属のアーティスティック ディレクター (舞

台監督)に より地域社会の期待に応えたオペラ、バレエ、コ

メディなどのプログラムが組まれている。職員は常動124名

であるが、濠」場の催し物によって臨時職員を含めると約300

人になる。

トラストでは、開館してから5年でランニングコス トを回

収するためのビジネス計画を立てており、今日では自己収益

ではとんどの運営費を賄っている。 トラストの経営方法は複

数の事業を行ない、常設展示は無料であることから収入が無

いが、劇場の販売チケットやショップ レス トラン、会議室

の貸し出し、スポンサーシップなどから収益を上げている。

しかしこれらの事業だけでは赤字なので、外部から収益を持

ち込んでいる。具体的にはエリアマネジメントとしてディベ

ロップメント カンパニーと商業開発事業者が共同出資して

隣にデジタル ワール ド センターリを建設し、その収益の

50%をザ ラウリー センターの運営費に充てている。また

図3 ザ・ラウリー・センターの組織図

図2 ザ・ラウリー・センターの外観

―- 36-―
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サルフォード市は商業開発事業者にデザイナー アウトレッ

ト・モールJの敷地を貸出し、商業開発事業者からその借地

料を得ることで、間接的にオペレーション・カンパニーに回

っている (図 4)。 他にもサルフォード市は、無償でザ・ラウ

リー・センターの敷地を提供し、LSラ ウリーの絵画コレクシ

ョンを無償で貸出しすることで トラス トを支援している。

14)公的資金の投入と事業効果

ザ・ラウリー プロジェクトの総事業費は948百万ポンド

に達し、サルフォード埠頭の経済復興に貢献している。表 3か

らサルフォード埠頭全体における雇用者数を見ると増加傾向

にあり、地域経済に大きく影響を及ぼしていることがわかる。

またこのプロジェクトの成功の要因は、ビジネスモデルの

成功と中央劇付からの多額な公的資金。を受けられたことで、

その結果として多くの人々に質の高い文化事業を提供するこ

とができた。表 4か らサルフォード埠頭の基盤整備とザ・ラ

ウリー プロジェクトに対する公的資金の投資額を見ると、

1985年から2002年の間で 1億 4,500万 ポンドに達し、その中

にはナショナル・ロッタリー・ファンドの他にEU地域開発

基金、イングリッシュ・パートナーシップリ、ノースウエス

ト開発公社、 トラフォード パーク開発公社。からの補助金

が含まれている。さらに民間投資を見ると2012年 までに総額

5億500万 ポンド以上の投資が見込まれており、多くの民間

投資を呼び込むことに成功している。これらの投資により住

居地区の地価は、ザ ラウリー・センター建設前では 1エー

カー当たり約20万ポンドであったが、現在は約300万 ポンド

になり、若い家族世帯がマンチェスター都心部から移り住ん

できている。

表3 サルフォード埠頭開発地区における層用の創出  *予想破

年 1987 1000 1996 120●2

雇用者数 1.030 4,525 10,lXXl *8∞ 0

出典 :Salford Qutt MllestOnes.2∞ 2

表4 サルフォード埠頭開発地区における投資の概算 Ⅲ予想傲

年  間 公的彙全 民間資奎 合 計 |

サルフォード埠頸開■EIロ 1985-1996 34Ю

サルフォード埠頭とす。ラ

ウリー・プロジェクト
1996-2貶 105 105

次の10年間 a貶 -2012 0 ・ 1∞以上 ・1004上

合計 (単位 :百万ポンド) 145 螂 以上 酬 上

出典 :ヽLtt Que LmStOnes,"ψ

3.行政と民間との協働によるエリアマネジメント

これまでにサルフォード埠頭の再開発とザ ラウリー・プ

ロジェクトの経緯、ザ・ラウリー・センターの組織形態およ

び事業内容を提え、都市づくりに関する公的資金と事業効果

との関係から地方公共団体とトラストとの協働による一体的

なエリアマネジメントの取り組みを見てきて、以下の 3点が

指摘できる。

(1)地方公共団体主導の都市づくりと民間投資の誘導

長期的な都市づくりに対する民間投資は大きなリスクであ

る。そこで先ずサルフォード市は政府機関やEUか らの公的

資金を受けて主体的に都市基盤を整備し、水辺を生かした魅

力的な都市づくりを進めてきた。具体的にはサルフォード埠

頭開発計画を策定し、政府へ働きかけてサルフォード埠頭一

帯をエンタープライズ・ゾーンに指定してもらうことで、多

くの民間企業はサルフォード埠頭の将来性とそのインセンテ

ィプを見込んでオフィスや商業施設などの建設に投資できた

と考えられる。

(a ランドマークとなる建物のデザインとコンテンツ

ザ ラウリー プロジェクトの効果は、人を魅了するセン

ターのデザインとコンテンツによってサルフォード埠頭に多

くの人々を集め、多額な民間投資を呼び込んだことである。

現代的な建物の外観は多くのマスメディアに取り上げられ、

グレーター・マンチェスター大都市圏を中心に広範囲の民間

企業に興味を持たせた。また劇場では専属の舞台監督により

地域社会の要望に応えた質の高い演目を催し、ギャラリーに

おいては地元と縁のある芸術家の作品を展示してセンター独

自の特色を打ち出し、英国中の人々に強い関心を抱かせた。

ゆえにザ・ラウリー センターは、サルフォード埠頭を再開

発するために触媒的な役割を担い、新たな都市の起爆剤にな

ったと思われる。

い)ト ラストによる複合事業と地域管理

公的機関では営利事業を行えないが、民間企業では採算性

の悪い文化事業を受託しづらい。そこで税制上の優遇措置を

受けられる法的な教育チャリティー団体として トラス トは設

立され、しかも民間企業の経営感覚を持った営利事業を計画

し、収益の見込める事業と兼ねることで全体として採算の成

り立つ仕組みをつくった。そして開館後には営利事業から収

益をあげることで質の高い文化事業と安定した経営を維持す

ることができたと考えられる。

以上のことから日本の地方都市中心市街地において民間事

業者によるエリアマネジメントを展開するには、都市づくり

から地域管理まで一貫して取り組む地区組織が必要と考えら

れる。例えば地方公共団体と商業者のみでなくNPOや地元

住民、地元金融機関・交通業者など多くの関係主体からなる

中心市街地活性化協議会を設立し、中・長期的な都市づくり

の開発計画を策定する。そしてブト営利的な文化事業費を賄う

ために地元企業と一緒に出資して民間非営利組織を設立し、

統一管理者として文化施設の他に業務・商業施設の管理運営

を行ない、全体で採算がとれる仕組みをつくる。こうした都

市づくりから地域管理まで一貫して取り組んだエリアマネジ

メントが、今後日本においても有効であると思われる。
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補註

1)エ リアマネジメントとは、「一定の広がりを持った特定

エリアについて継続的な視点で都市づくりから地域管理

まで一貫して行う活動」のことである。ここでいう「都

市づくり」とは開発行為に関わる活動とし、「地域管理」

とは当該地区の継続的発展を目指す活動とする。 (小林

2005,39)例 えば、六本木ヒルズにおける森ビル (株 )

や晴海一丁目の (株)晴海コーポレーションは、統一管

理者として再開発事業から完成後の共同利用施設の維持

管理を一貫して取り組んでいる。

2)例えば、東京都渋谷区と目黒区にまたがるエビスガーデ

ンプレイスは19944に完成したプロジェク トで、サッポ

ロピール恵比寿工場の跡地8 23haを 開発し業務 ホテ

ル・商業・住居・美術館から成り立っている。また、東

京都港区の汐留シオサイトは、旧汐留貨物駅跡地から浜

松町に至る31haに 及ぶ広大な敷地を11街区の再開発事業

であるち土地区画整理事業によって都市基盤 を整備し、

業務 。商業・住居・文化施設など、東京都と民間企業が

一体となって開発に取り組んでいる。

3)土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の増進とを

図るため、地区計画において一体的かつ総合的な市街地

の再開発又は開発整備を実施すべき区域 (再開発等促進

区)を定め、地区内の公共施設の整備と併せて建築物の

用途、容積率等の制限を緩和することにより良好なプロ

ジェクトを誘導する。

4)英国劇府は、新世紀のはじまりを祝う2∞1年の事業とし

て国立宝くじ基金 (ナ ショナル ロッタリー ファンド)

を財源にしたミレニアム プロジェクトを策定した。そ

れは、英国内から5つのテーマ (都市の再生、コミュニ

ティの支援、持続的環境の助長、科学技術の促進、教育

への投資、)に関して募り、審査の上で適切と認められた

計画案に対して補助金を助成する制度である。英国内で

3,OIXl箇 所以上に助成し、その内27の主要事業に対して

1,500万ポンドから5,lX10万ポンドまでの資金が助成され

た。

5)サルフォード市は、面積約97回、人口約22万5,000Aで、

グレーター・マンチェスター大都市圏 (総面積約1,300

肺、人口約2∞万人)内の一地方公共団体である。

6)被調査者は、Mr steve thommo■ (Prope,and COll

血 面m DirecOr ofthe lか 呼 Development cOmpanyl

である。

7)エ ンタープライズ・ゾーンとは民間投資の活用による都

市再生を目的とし、10年間の限定された期間に商工業用

資産に対する固定資産税が免除され、エンタープライズ

ゾーン計画に適合する内容の開発行為には、高さ37m以

上の高層建築物を除き原則として個別審査無しで計画許

可が与えられ、行政手続きの迅速化など、日本における

都市再生特別措置法の参考になった制度である。エンタ

ープライズ ゾーンは、これまでに英国の31地区で指定

され、開発規制の緩和・迅速化と投資に対する減税とい

う特例措置として地区を指定して、民間の不動産投資を

特定の地区で誘発しようとする意図をもっている。

8)高速軽量鉄道 (メ トロリンク)は、グレーター・マンチ

ェスター旅客輸送委員会によって名付けられた。それは

不足する地域の鉄道サービスを充実させることを目的と

し、政府からの補助金などを受けて建設された。第 1段

階路線の運営は、グレーター・マンチェスター・メトロ

(株)に 15年契約で委託されている。委託期間中でも時

刻表及び最低旅客輸送数は、グレーター・マンチェスタ

ー旅客輸送委員会によって決められるが、運賃について

はグレーター・マンチェスター メトロ (株)により決

められる。

9)ジ ェームス・スターリング (1926～ 1992年)は英国のグ

ラスゴーに生まれ、1945年にリバプール大学で建築を学

び、19544に 設計事務所を設立する。1971年にはマイケ

ル・ウィルフォードとパートナーを組み、1984年 にドイ

ツのシュトゥツガル ト国立美術館や、1987年にロンドン

のテートプリテン (ク ロー ギャラリー)な ど古典主義

的な表現をとる一方、モダニズムのテクノロジカルな表

現の先駆者として英国でも屈指の建築家である。

10)ナショナル ロッタリー・ファンドは1993年に立法化さ

れた国立宝くじ基金のことで、その所管は文化・メディ

ア・スポーツ省である。宝くじの売上げの28%が ナショ

ナル ロッタリー・ファンドヘ納付されて 6つの独立機

関 (Crhe MШ emmm c∝ m」sttm,い 騰 Coud,

Ctthe He五●ge L●ttery Fund,CIhe Nttonal Lottery

Charites Board,01he sports Council,01■ e New

Opportunhes Fund)に 交付 される。ただし、OT随
¨ 呻 COmmis“ nについては2000年末までで終了

されている。

11)LSラ ウリー (1887～ 1976年)は、マンチェスター市で生

まれた。彼の絵には工場を背景とした変わりゆく街の風

景の中にマッチ棒の様な人々が描かれている。
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12)デ ジタル・ワール ド センターは、先進的なデジタル技   財団法人自治体国際化協会『イングランドのアーツセンター』

術を開発している中小企業のために6,700rの最新設備を     CLAR REPO鳳 第175号、1998

提供するオフィビルである。ザ ラウリー デイベロッ   財団法人自治体国際化協会『英国の地域再生政策J CLAIR

プメント・カンパニーと民間企業が、1億2,000万 ポンド     REPOr、 第253号、2004

を出資して共同経営している。               Graeme Evans,Cultural Planning An urban renassanceP,

13)デザイナー アウトレット モールは、11,000rに 及ぶ     Rou■ edge,2tX11

サ,レ フォード市の敷地にショップや映画館、レストラン、   Nにk Oa■ev,Cides,Economlc・ Competlion and Urban Poliり ,

食料品店などを含んだ商業施設であり、21X11年には年間     Paul Chapman Publshmg Lld,1998

300万人以上が訪れた。                  Salford Clty Co耐 ,Sarord Quays M■ stones,21X1212

14)中央劇府からナショナル ロッタリー ファンドなど公   T“ M山珈dm Comds● on,Annual Report and Accolmts of

的資金を得るためには、他に民間資金 (マ ッチングファ     the M巌m価m Conlmsslon 21X10-2001,h Statollery

ンド)を用意する必要がある。ザ ラウリー センター     rimitet 21X11

のビジネスモデルは地元企業から支持され、資金を調達   η
“

Iowry Ccntre Lmlted,Your Day atthe b剌 鴨 2002

できたことで成功したのである。             Tony ttmtters OBE,From Ⅵまm to Re狙サdle Regeneratlon

15)1999年 5月 にイングリッシュ パー トナーシップは、都     ofSalford Q嘔
"

市の再建と開発のために政府によって設立されたイング   「ミレニアム委員会」http:/ハ叫中 mmennium gov uk/(2006

ランドの再建公社で、経済的に衰退している地域を復興     年11月 検索)

させることと住宅を供給することに努めており、サルフ   「ザ・ラウリー センターJhゅ //― thel¨守∞m(2006

ォード埠頭では、初期における基盤整備の資金を助成し     年11月検索)

た。

16)ト ラフォード・パーク開発公社は、湾岸の トラフォー ド・

パークエ業団地とサルフォー ド埠頭 8番地を結ぶフット・

プリッジ (歩道橋)の建設費の半額∞万ポンドを負担 し

た。
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